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国
語
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ー
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取
物
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」を
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外
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）に
は
冒
頭
の
「か
ぐ
や
姫
の
誕

生
」の
場
面
と
「車
持
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が
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莱
の
玉
の
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を
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っ
て
き
た
作
り
話
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る
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が
掲
載
。

そ
の
他
の
場
面
に
焦
点
を
当
て
て
号
外
新
聞
を
作

る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
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二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

１ 教科書p.196～211のうち、一場面を選ぶ。

２ その場面を簡潔に説明するリード文を176文字以内でまとめる。

※Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

３．その場面の詳しいことや自分がどう思ったか、登場人物の人物像、作

者太宰治の思いなどを本文にして、624文字以内にまとめること。

※同じく、Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

４．主見出し（7～10字）・そで見出し1（7～8字）・そで見出し2（7～10

字）を考える。

注意点 ①記事の内容がわかるような見出しにする。

②魅力的な見出しにするが、うそを書いてはいけない。

③同じ単語が重ならないようにするとよい。

５．貼り付ける画像を選ぶ。その際、著作権に注意すること。

基本的には「フリー素材」もしくは自分の作品から選ぶこと。

――――― ここまでを事前に準備すること ―――――
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――――――――――

６．タブレットで、「学ぼう産経新聞」のサイト

（https://www.sankei.com/nie/）を開き、「かんたん号外くん」

をクリックする。

７．ログインする。 ログインID ao～～～～～ ※パスワードは授

業内で知らせます。

８．上段の「日付」「新聞名」「発行者（例・２Ｄ（1）青山太郎）を入力

する。

９．主見出し・そで見出し1・そで見出し2・画像・リード文・本文を貼り

付けること。

10．画像下の「絵解き（キャプション）」に「どのような画像（場面）か」を

入力する。

11．「作った新聞を確認」をクリックし、「PDFでダウンロード」し、保存

する。

12．保存したデータをteamsに提出すること。



二
〇
二
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年
度
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年

国
語

「走
れ
メ
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ス
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読
み
、
号
外
新
聞
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成
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、
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を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

――――――――――

注意

・6～10の作業途中の状態で保存することはできません。授業内

で時間が足りない場合は6からやり直すことになります。

・指定された時間内でのみ、利用・作業すること。

・IDやパスワードを無関係な人に教えないこと。

・他人を傷つける内容や嫌がらせになる内容の記事・写真を掲載

しないこと。

・写真やイラストの著作権に気をつけること。

・授業で指示された内容以外は掲載しないこと。授業担当の先生

の指示に従うこと。

・個人情報の扱いに気をつけること。
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